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仕様書（随時監理用） 

１ 総則 

   (1) 受託者（以下「乙」という。）は、設計図書（図面、工事仕様書等（閲覧補足説明書及び同書に対す

る質問回答書を含む、以下同じ。）をいう。以下同じ。）、工事請負契約書及び関係法令の内容について

熟知の上、工事現場の状況に精通し、工事が完全に施工されるよう公正な立場に立って、かつ責任をもっ

て以下の監理業務を行うものとする。 

 

   (2) 委託者（以下「甲」という。）は、対象工事の監督員業務のうち、本仕様書で定める業務について乙に

委託する。 

 

   (3) 乙は、本業務を履行するにあたり業務担当技術者を定めるものとする。また、乙は業務担当技術者のう

ちから監督員の業務を分担する者を定め甲に通知し、その承諾を得るものとする。 

 

   (4) 乙は工事監理にあたり、設計、施工内容上疑義が生じた場合は、直に県の監督員（以下「県監督員」と

いう。）に通知し、県監督員及び県が必要と認めて派遣する設計者と協議のうえ、適切に監理を行うもの

とする。 

 

   (5) その他、この仕様書に定める業務の処理に関して疑義が生じた場合は、速やかに甲乙協議して定めるも

のとする。 

 

２ 業務概要 

 

  (1) 委託業務名 Ｒ８営繕 阿南合同庁舎 阿南・富岡 本館トイレ改修監理業務 

 

  (2) 業務箇所 阿南市富岡町あ王谷 

 

   (3) 履行期間  契約書による。 

 

  (4) 業務対象工事 

    本業務の対象となる工事（以下「対象工事」という。）は、下記のとおりとする。 

工   事   名 工   期 設計金額(千円) 備  考 

Ｒ８営繕 阿南合同庁舎 阿南・
富岡 本館トイレ改修工事建築 

契約締結日の翌日か

ら令和 9年 10 月 20

日まで 

 

 
約 70,070 

 
 
 

Ｒ８営繕 阿南合同庁舎 阿南・
富岡 本館トイレ改修工事管 

契約締結日の翌日か

ら令和 9年 10 月 20

日まで 

 

 
約 36,311 

 
 
 



３ 業務内容 

 (1) 設計監理業務 

   ア 設計意図を工事請負業者に正確に伝えるために必要な打合せ及び図面等の作成 

     イ 設計図書に基づいて工事受注者が作成する各種施工図、模型、材料、仕上げ見本及び機器製作図の検

討及び承諾 

     ウ 設計変更が生じた場合の、県監督員等との協議並びに設計変更図書の作成及び工事費の積算 

なお、変更設計書については、営繕積算システムＲＩＢＣ２データで提出すること。 

 

  (2) 現場監理業務  

    ア 設計図書に基づく工程の管理、立会い、工事施工状況の検査及び工事材料の試験若しくは検査 

     イ 契約の履行に関し、県監督員が工事受注者に対して行う指示、承諾又は協議についての事前の検討 

     ウ 工事に関連する関係諸機関との協議 

     エ 関連する２以上の工事における工程等の調整 

    オ 県監督員と工事受注者及び関係機関等との連絡 

    カ 工事の内容に変更等の必要があると認められた場合、その理由及び事項の報告 

    キ 対象工事の竣工検査及び部分払い検査に対する協力 

     ク 契約図書に基づき、工事受注者から県監督員に提出される書類等の整理 

     ケ 工事に関する官公署への提出書類等の作成 

コ 定例会、県監督員及び関係者との協議等の議事録の作成 

サ 現場定例会議への参加と会議の進行に係る業務（管理技術者：１回/月、主任担当技術者：毎回） 

 

４ 業務担当技術者の種別及び資格等 

    業務担当技術者は次のとおりとする。 

 (1)  管理技術者（１名以上） 

       管理技術者は、一級建築士の資格を有し、かつ対象工事全般についてその設計図書を掌握し、工事の施

工監理について高度の技術・経験及び能力を有するものとする。 

 

  (2)  主任担当技術者（建築担当技術者、設備担当技術者 各１名以上 ただし、上記（１）以外の者とする) 

       主任担当技術者は、工事について、その設計意図を充分に理解し、設計内容に精通すると共に、工事の

施工監理について相当の経験と能力を有するもので、大学卒業後５年以上又はそれと同等の経験を有する

ものとする。 

 

５ 業務の処理要領 

  (1)  甲は県監督員を定め乙に通知する。 

 

  (2)  甲は対象工事について、工事請負契約の締結又は変更を行った場合、若しくは工事受注者に対して、こ

の業務に関する内容の指示を与えたときは、遅滞なく乙にその内容を通知するものとする。 

    なお、工事受注者に対する設計変更指示は、甲のみが行い、乙が行うことはできない。 

 

  (3)  乙は、業務の経緯及び履行状況が確認できるように、必要な図書及び記録を整理し、県監督員の指示に

より直ちに提出するものとする。 

 

  (4)  乙は、業務を処理した場合は、その都度、その概要を文書により県監督員に報告するものとする。 

 

  (5)  乙の担当職員と県監督員の上記以外の処理業務については、別表「工事監理業務一覧表」によるものと

する。また、当該業務の処理方法は、別に定める「工事監理業務処理要領表」を参考にする。 

       なお、別表に定めのない事項については、甲乙協議のうえ実施するものとする。 

   



(6)  乙は、甲に下記の書類を提出するものとする。 

       なお、様式については甲の指示によるものとする。 

      ※休日等とは、土曜日、日曜日、祝日等（行政機関の休日に関する法律（昭和 63 年法律第 91 号）第１条

に規定する行政機関の休日のことをいう。 

    ア 契約締結後 14 日（休日等を除く）以内 

        ・業務計画書 

     イ 各月末(翌月の 10 日までに提出） 

        ・工事監理状況報告書 

    ウ 部分引渡し時 

        ・委託業務部分引渡しに係る検査請求書 

        ・工事進行写真、監理日誌、打合せ簿及び各種記録簿 

     エ 完了時 

        ・委託業務完了検査請求書 

        ・工事竣工及び完了写真、監理日誌、打合せ簿及び各種記録簿 

    オ 随時  

    ・別表「工事監理業務一覧表」で定められた報告書類 

    ・議事録 

        ・その他必要な書類 

 

６ 貸与品 

   (1) 対象工事の設計図書に定められた監督員事務所及びその備品のうち、県監督員の指定するものは、この

業務に関し無償で使用することができる。これらの貸与品は、善良な管理者の注意をもって使用しなけれ

ばならない。 

 

  (2)  この業務を行うにあたり必要な業務資料は、発注者から貸与又は閲覧することができる。貸与されたも

のは業務完了時に、速やかに返却するものとする。 

 

   (3) 受注者は、本業務に関して発注者から貸与された情報その他知り得た情報を業務計画書の業務担当者に

記載される者及び再委託先以外には秘密とし、また、当該業務の遂行以外の目的に使用してはならない。 

 

   (4) 受注者は、当該業務に関して発注者から貸与された情報その他知り得た情報を当該業務の終了後におい

ても第三者に漏らしてはならない。 

 

   (5) 取り扱う情報は、アクセス制限、パスワード管理等により適切に管理するとともに、当該業務のみに使

用し、他の目的には使用しないこと。また、発注者の許可なく複製・転送等しないこと。 

 

   (6) 受注者は、当該業務完了時に、業務の実施に必要な貸与資料（書面、電子媒体）について、発注者への

返却若しくは消去又は破棄を確実に行うこと。 

 

   (7) 受注者は、当該業務の遂行において発注者から貸与された情報その他知り得た情報の外部への漏洩若し

くは目的外利用が認められ又はそのおそれがある場合には、これをすみやかに発注者に報告するものとす

る。 

 

 

７ その他 

   (1) 年度末及び部分引渡し時には、工事の出来高に応じ、各年度の契約額の範囲内で部分引渡しに係る業務

委託料の支払いをすることができる。 

 



  (2) 工事の出来高については、令和８年度：約５０％、令和９年度：約５０％である。 

 

   (3)  追加設計変更が生じた場合は、営繕課が定める監理委託料変更算定基準により委託料の変更を行う。 

    ただし、設計に契約不適合がある場合は除く。（契約不適合がある場合は当初設計受託者が設計変更を

行う） 

 

(4) 受注者は、設計業務等の適正な実施のために必要な技術的能力の向上、情報通信技術を活用した設計業

務等の実施の効率化等による生産性の向上並びに技術者の育成及び確保並びにこれらの者に係る賃金、労

働時間その他の労働条件、安全衛生その他の労働環境の改善に努めなければならない。 



 別 表 

工 事 監 理 業 務  一 覧 表 

           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者     県 監 督 員  
    備   考 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立 
会 

指
示 

承 
諾 

確 
認 

検 
査 

協
議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

１ 書類関係               

工 事 工 程 表           ○  ○ 工程段階支払率表による 

県へ直接 

現場代理人及び主任技術
者等選任(変更)通知書 

          ○  ○ 県へ直接 

施 工 管 理 技 術 者    ○    ○   ○    

技 術 者 台 帳           ○  ○ 県へ直接 

電 気 保 安 技 術 者    ○    ○   △    

工事用電力設備保安責任者    ○    ○   △    

技 能 資 格 者 証 明    ○    ○   △    

技能士チェックシート    ○    ○   △    

施 工 体 系 図    ○   △ ○   ○  △  

施 工 体 制 台 帳    ○   △ ○   ○  △  

再 下 請 負 通 知 書    ○   △ ○   ○  △  

工事実績情報サービス 
（ＣＯＲＩＮＳ） 

          ○  ○ 県へ直接 

官 公 署 竣 工 検 査 ○   ○    ○ ○  ○  ○ 消防署、労基局、警察署、

保健所等 

工事部分払検査請求書    ○    ○   ○  ○  

工 事 施 工 報 告 書    ○    ○   ○  ○  

工事報告(進達質疑)書        ○   ○  ○  

火 災 保 険 等    ○    ○   ○  ○ 火災保険、建設工事 

事 故 報 告 書    ○   ○ ○   ○  ○  

工事中止・解除通知 ○      ○ ○ △  ○  ○  

設計変更箇所一覧表    ○   △ ○   ○    

設計変更箇所確認書    ○    ○   ○  ○  

材 料 品 検 収 願    ○   △ ○   ○   出荷証明等 

工事竣工検査請求書    ○    ○   ○  ○  

完 成 図 ・ 工 事 写 真 
そ の 他 

   ○    ○   ○  ○ 保全に関する資料 

 
 
 



           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者    県 監 督 員  
    備   考 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立 
会 

指
示 

承 
諾 

確 
認 

検 
査 

協
議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

２ 準    備               

工 事 予 定 表    ○    ○  ○     

実 施 工 程 表  △ ○     ○  ○     

総 合 施 工 計 画 書  △ ○     ○  ○     

施 工 見 本 △  ○ ○    ○ △ ○     

仕上材、(色)の決定 ○  ○ ○    ○ △ ○     

施 工 図  △ ○     ○  △     

工 種 別 施 工 計 画 書  △ ○     ○  ○     

３ 材  料               

配 合 計 画 書  △ ○     ○  ○     

機 器 製 作 図 
（ 機 材 承 認 図 ） 

 △ ○     ○  ○     

同 等 品 使 用 願    ○   ○ ○   ○  ○  

材 料 品 検 収 願  △ ○  ○   ○  ○     

材料･製品検査(試験) 
工 場 検 査 

△ △  ○ △   ○ △  △ △   

４ 安 全 関 係               

支 障 物 件 確 認 書 
 

○   ○    ○ △  ○   支 障 物 件 確 認 書 
 

県監督員の確認後の工事着手とする。 

仮 囲 い 等 ○   ○    ○ △  △   安 全 再 確 認 シ ー ト 

墜落防止チェックシート    ○    ○   △    

足 場 
 

○   ○    ○ △  ○   足場チェックリスト 
 

県監督員の確認後の足場使用開始とする。 

５ 施  工               

敷 地 調 査 ○   ○    ○ △  △    

一工程の施工の確認 ○ △ ○ ○ ○   ○ △ ○ △ △  １工程毎 

工 法 提 案      ○  ○   ○    

墨 出 検 査 △    ○   ○ △  △    

発 生 材 処 理 △   ○    ○ △  △    

各 種 試 験 立 ち 会 い ○  ○ ○ ○ ○   △  △     

各 種 現 場 対 応 ○  ○ ○ ○ ○ ○  △  △     

 
 



 

           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者     県 監 督 員  
    備   考 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立 
会 

指
示 

承 
諾 

確 
認 

検 
査 

協
議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

鉄 筋 組 立 ○  ○  ○   ○ △  △   各部位毎 

コ ン ク リ ー ト 工 事 ○  ○  ○   ○ △  
 

△    

ア ン カ ー 引 張 試 験 ○  ○  ○   ○ △ △ △    

機 器 搬 入 取 付   ○  △   ○  △ △    

各工事区分間の調整   ○ ○   ○ ○  ○   ○ 工程調整等 

施 設 管 理 者 と 
各 工 事 と の 調 整 

  ○ ○   ○ ○  ○   ○  

埋設物等の重要な施工 △  ○ ○ ○   ○ △ ○ △   ｽﾘｰﾌﾞ配管､ｲﾝｻｰﾄ取付
等 

設 備 機 能 試 験 
（検査・調整を含む） 

○    ○   ○ △  △    

各 種 測 定 結 果 表    ○    ○   △    

公 害 関 係 ○  ○     ○  ○   ○  

部 分 払 検 査 
中 間 検 査 

○    ○   ○ ○   ○ ○  

竣 工 検 査 ○    ○   ○ ○   ○ ○  

手 直 し 検 査 ○   ○ ○   ○ ○  ○ ○ ○  

  凡例：△ 必要とする場合のみ 
（注）立会等  の用語の定義は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書による 
      対象工事により必要となる業務事項を適用する 
 



本工事対象建物を示す。（本館）

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A3:×71％

A2:1/400

駐車場

徳島銀行

ガソリンスタンド

駐車場

地方裁判所

地方検察局

N

55号線

正門

付近見取図　配置図　工事概要

　工事概要

　・トイレのプランはドアレス化を基本とする。

　・トイレ廻りの建築内装（床、壁、天井）のやり替えを行う。

　・衛生器具をやり替える。

　・便器は全て洋便器にやり替える。

　・湯沸室の湯沸器、水栓、金具等の更新を行う。

　・照明の更新を行う。

 <各部の工事概要>

 <基本方針>

　附近見取図

　本館棟（Ａ棟）

階 エリア 室　名 改修概要

１ Ａ－１

１ Ａ－２

２ Ａ－３

３ Ａ－４

４ Ａ－５

多目的便所

男女便所

湯沸室

便所

男女便所

湯沸室

男女便所

湯沸室

男女便所

湯沸室

全ての内装改修と衛生器具、照明改修

スペースの拡張、オストメイト設置等　衛生器具改修

小型湯沸器に改修

小型湯沸器に改修

小型湯沸器に改修

小型湯沸器に改修

和便器を洋便器にやり替える

全ての内装改修と衛生器具、照明改修

全ての内装改修と衛生器具、照明改修

全ての内装改修と衛生器具、照明改修

凡例

配 置 図　　S:1/400

N

道路

テニスコート

植込

植込

植込

植込

植込

用水路

駐車場

駐車場

植込

植

込

植込

東門道路

車庫棟

土木

プラント

植込

自家発電室自転車置場

洗車場

浄化槽

<本工事建物>

　・トイレの汚水タテ管、通気管、横枝管及び給水タテ管をやり替える。

交通誘導員

正門

工事用動線

工事車両

渡り廊下棟

　本館　Ａ棟

現場事務所 資材置場資材置場

5.50
仮囲い：成形鋼板 H=2.0m
　　　　計13.8m

<計5区画分>

ゲート：ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W=5.0m
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事務所棟　Ｂ棟

外部足場を示す。

本工事対象外建物を示す。

阿南合同庁舎



6,250

徳島県県土整備部営繕課

仮間仕切

仮
間
仕
切

倉庫

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A3:×71％

A2:1/200

壁厚90

土壌分析室

プロパン庫 踏込

車　庫

管理人室

空調機械室

PS

CH

PS

湯沸室
廊下

清掃員詰室

便所

倉庫 県政広聴員室 玄関ホール

ポーチ
植込み

スロープ

喫煙室 相談室
テレビ

電話室
湯沸室

客　溜

カウンター

植込み

企画振興部

県民センター

女子更衣室

住基ネット室

植込み

局次長室

書庫

倉庫

植込み

ホール

廊下
▽ＥＸＰ.Ｊ

通路

ス
ロ

ー
プ

入札室

企画振興部

倉庫

県土整備部

倉庫

企画振興部

分析室

運転者控室

県土整備部

倉庫

現業職員室

脱衣室

ｼｬﾜｰ室

女子

便所

身障者

便所

男子便所

倉庫

ホール風除室

UP

ｽﾛｰﾌﾟ

UP

通路

上部渡り廊下

３階部分

倉庫

ロビー

階段室

電気室

南

西

東

北

※図中　　　　印は工事個所を示す。

女子便所

男子便所

HCWC

踏込

既存建物 １階平面図　SC=1/200

52,200
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1
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,
0
0
0
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,
0
0
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,
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,
0
0
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2
8
,
8
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5

3,000 25,600

6,550 6,250 6,550

2,250

7
,
1
2
5

2
1
,
9
0
0

7
,
1
2
5

6
,
3
4
0

2
,
4
3
5

6
,
0
0
0

2,910

AX1 AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7 AX8 AX9

AY1

AY2

AY3

AY4

AY5

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5

BY1

BY2

BY3

BY4

Ａ－１

Ａ－２

工事名

図面名

図面番号

縮尺

仮囲い ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ H=1.8M+片開きドア１箇所

仮間仕切 仮間仕切り(木軸+片面PB-12.5程度)

+片開きドア１箇所

床養生(ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ+ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt-4程度)

１階平面図　仮設計画図

床養生

資
材
搬
入
､

撤
去
材
搬
出

工事用動線

足場 仮囲い

押入
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枠組本足場(足場W=1200)



一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A3:×71％

A2:1/200

UPDN

県土整備部　工務担当

湯沸室

UP 女子DN
便所

男子便所

倉庫

屋上

ホールEV

屋上

女子
男子

便所 便所 女子休養室
書庫DN 面談室 VDU室

湯沸室
ホール大会議室控室 UP

PS

DN
UP

廊下

屋上 部長室

保健福祉環境部中会議室

庇

大会議室

南

西

東

北

※図中　　　　印は工事個所を示す。

既存建物２階平面図

既存建物 ２階平面図　SC=1/200

52,200
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0
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0
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2
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7
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AX1 AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7 AX8 AX9

AY1

AY2

AY3

AY4

AY5

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5

BY1

BY2

BY3

BY4

Ａ－３

3,000 25,600

6,550 6,250 6,250 6,550

図面名

工事名 図面番号

縮尺

徳島県県土整備部営繕課

仮間仕切

足場

設計 竣工
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A3:×71％

A2:1/200

女子

便所

男子便所

倉庫

UP

UP
DN

湯沸室

DN

屋上

屋上

庇

庇

協議室

出納室 農業支援担当 農業支援担当

廊下

女子

便所 便所

男子

ホール

農林

倉庫

女子

更衣室 更衣室

女子

局長室 書庫

UP

UP

DN

DN

県土整備部

企画担当

部長室

建築審査指導担当

県土整備部

コピー室

県土整備部倉庫

会議室

廊下

廊下

渡り

南

西

東

北

※図中　　　　印は工事個所を示す。

湯沸室
踏込

既存建物３階平面図

既存建物 ３階平面図　SC=1/200
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AX1 AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7 AX8 AX9

AY1

AY2

AY3

AY4

AY5

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5

BY1

BY2

BY3

BY4

Ａ－４

足場

仮間仕切

設計 竣工
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徳島県県土整備部営繕課

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A3:×71％

A2:1/200

女子

便所

男子便所

UP
DN

湯沸室

DN

県土整備部

施設管理担当

用地担当

ロッカー

更衣室

屋上

屋上

EV

ホール

倉庫

女子

更衣室 更衣室

男子

副部長室

農林水産部 耕地担当

DN

DN
UP

UP

男子

便所便所

女子

湯沸室

小会議室
南

西

東

北

※図中　　　　印は工事個所を示す。

既存建物４階平面図

既存建物 ４階平面図　SC=1/200
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BY3

BY4

Ａ－５

工事名

図面名

図面番号

縮尺

廊下

仮間仕切

足場

設計 竣工
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<建築工事>
手摺撤去

±0

　取合補修

男子便所解体工事女子便所解体工事

斫り出し共

ＷＤ

ＷＤ

踏込

凡例

徳島県県土整備部営繕課

A3:×71％

A2:1/50本館　１階　A-1　平面詳細図　＜改修前・改修後＞

LGS間仕切を示す。

RC造間仕切を示す。

CB造間仕切を示す。

解体工事部分を示す。

解体工事エリアを示す。

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

140 660

6,700

2,850 2,860 190

客溜

7
,
1
2
5

2
,
7
5
5

1
,
8
2
0

2
,
5
5
0

2
2
5

7
,
5
0
0

女子便所
PS

TB

TB

7
,
1
2
5

2
,
7
5
5

1
,
8
2
0

2
,
5
5
0

客溜

2,000

2
2
5

踏込

PS

TB01

02

LSD LSD
0103

110 800 130 960 75 680 130

80

LSD
02

80845.5 130 680

1001,645140600110930

40

01
TB

4
0

6
1
0

1
0
0

4
0

男子便所

TB
02

03

PS

1,035

6
0
0

1
0
0

7
4
5

328 247

40

100600815.5

500

1
,
0
2
5
.
5

1,60040

1,500

踏込解体工事

1,130 1,200 520 1,140 1,200 520

給水管及び通気管 先行配管
<設備工事>

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

AY3

AY2

AX5 AX6

AY3

AY2

6
0
0

本館　１階　Ａ－１　平面詳細図　1/50　　＜改修前＞ 本館　１階　Ａ－１　平面詳細図　1/50　　＜改修後＞

SD

工事名

図面名

図面番号

縮尺

竪樋 塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ竪樋 塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ

小便器撤去<設備工事>
<計3箇所>

和風便器撤去
周囲ｽﾗﾌﾞ鉄筋

480×820
　<建築工事>

洋便器撤去<設備工事>

手洗器撤去<設備工事>

<計2箇所>

<計2箇所>

手洗器撤去
<設備工事>

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
<建築工事>

手摺撤去
<建築工事>

<設備工事>

手洗器撤去

共通事項

・解体取合い部分は周囲ｶｯﾀｰ切の上､斫り撤去とする。
・解体取合い部分の補修等は本工事に含むものとする。
・壁改修部分のうちﾀｲﾙ浮き部分は撤去し樹脂ﾓﾙﾀﾙにて補修のこと。

ス
ラ
ブ
補
修

ス
ラ
ブ
補
修

多目的便所

ﾄｲﾚﾊﾟｯｸ新設

<設備工事>
ｵｽﾄﾒｲﾄ付

小便器新設
<設備工事>
<計2箇所>
汚垂れﾀｲﾙ新設

1
2
0

7
2
0

1,745×600

ﾊﾞｯｸ:LGS+FK t10+ﾒﾗﾐﾝ化粧板
面台:人工大理石 25×120×1,645

小便器用手摺新設

小便器新設
<設備工事>

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設 1,600×500 鏡共
洗面ｶｳﾝﾀｰ新設

ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ新設
　 <設備工事>

洗面ｶｳﾝﾀｰ新設
1,025.5×500 鏡共

手洗器新設<設備工事>
<計2箇所>

<計2箇所>
洋便器新設<設備工事>

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

SUS枠 FWｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ撤去<建築工事>

L型手摺新設

2
2

2
7

1
1
4

6
5

100

1
1
9

<設備工事>
排水管 先行配管

<設備工事>
掃除流し新設

斫り出し共

和風便器撤去
周囲ｽﾗﾌﾞ鉄筋

480×820
　<建築工事>

掃除流し撤去
<設備工事>

床

巾木

腰壁

壁

天井

　多目的便所

天井

壁

腰壁

巾木

床

　男子便所 　女子便所

天井

壁

腰壁

巾木

床

天井

壁

腰壁

巾木

床

　踏込

床

巾木

腰壁

壁

天井 天井

壁

腰壁

巾木

床

　男子便所 　女子便所

天井

壁

腰壁

巾木

床

天井

壁

腰壁

巾木

床

　踏込　多目的便所

ー

[半磁器ﾀｲﾙ張(75□)]

ー

[ﾓﾙﾀﾙ下地　ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(25□)]

[◆FK t=6 目透し張　EP塗] 撤去<下地共>

[ﾓﾙﾀﾙ下地　ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(25□)] 床ﾀｲﾙ撤去 床ﾀｲﾙ撤去

ー

[半磁器ﾀｲﾙ張(75□)]

[半磁器ﾀｲﾙ張(75□)]

[◆FK t=6 目透し張　EP塗] 撤去<下地共>

[ﾓﾙﾀﾙ下地　ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(25□)] 床ﾀｲﾙ撤去

ー

[半磁器ﾀｲﾙ張(75□)]

[◆FK t=6 目透し張　EP塗] 撤去<下地共>

ー

[ﾓﾙﾀﾙ下地　◆長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張]

[◆塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木]

[ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　EP塗]

ー

置床　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt=9捨張　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｽﾃﾝﾚｽ巾木

ー

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板張t=3

LGS天井下地　FK t=6　底目地張　EP塗

置床　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt=9捨張　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｽﾃﾝﾚｽ巾木

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板張t=3

LGS天井下地　FK t=6　底目地張　EP塗

面台:人工大理石t=25

LGS+耐水合板 t=12.5+不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3

置床　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt=9捨張　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｽﾃﾝﾚｽ巾木

ー

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板張t=3

LGS天井下地　FK t=6　底目地張　EP塗

　取合補修

　取合補修

既存ﾀｲﾙ,下地ﾓﾙﾀﾙの浮き部分は補修とする。

FK：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板を示す

[◆FK t=6 目透し張　EP塗]

140 660

6,700

2,850 2,860 190

AX5 AX6

ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ新設
　 <設備工事>

女子便所

-50

±0 ±0

　取合補修

ー

W=119

W=114

W=100

間仕切壁仕様

(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24K t=50詰め)
＊各室を区分する間仕切り壁は天井裏まで立上げ。

LGS W=65+GB-S t=12.5+GB-R t=9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3(両面共)

LGS W=65+GB-S t=12.5+GB-R t=9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3(便所側)
GB-S t=12.5+GB-R t=9.5(踏込側)

LGS W=65+GB-R t=12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3(両面共)

±0

±06522 27

多目的便所

114

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

[　]：既存部分を示す。

±0<設備工事>
洋便器撤去

男子便所
-50

アルミ製引違い窓解体
（枠残し障子のみ解体）

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去<建築工事>

斫り出し共
　<建築工事>

周囲ｽﾗﾌﾞ鉄筋
和風便器撤去

設計 竣工

A－10

AAW
13

01

01´

AAW
13

01
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徳島県県土整備部営繕課

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A3:×71％

シャワー
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湯沸室

廊下

押入

植込み

清掃員詰室

125 3,000 1,000 2,000 240

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

2
,
7
5
0

7
5
0

2
,
0
0
0

3
1
0

3
,
3
1
5

3
7
5

1
,
7
5
0

2
5
0

A2:1/50本館　１階　A-2　平面詳細図　＜改修前・改修後＞

凡例

LGS間仕切を示す。

RC造間仕切を示す。

CB造間仕切を示す。

解体工事部分を示す。

解体工事エリアを示す。

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

LSD
04

ＷＤ

120 570 120 570

<設備工事>
ﾕﾉｯｸｽ撤去

AX1 AX2

AY1

AY2

AX1 AX2

AY1

AY2
<設備工事>
電気温水器新設

便所

本館　１階　Ａ－２　平面詳細図　1/50　　＜改修前＞ 本館　１階　Ａ－２　平面詳細図　1/50　　＜改修後＞

工事名

図面名

図面番号

縮尺

共通事項

・解体取合い部分は周囲ｶｯﾀｰ切の上､斫り撤去とする。
・解体取合い部分の補修等は本工事に含むものとする。
・壁改修部分のうちﾀｲﾙ浮き部分は撤去し樹脂ﾓﾙﾀﾙにて補修のこと。

改修箇所を示す。

改修箇所を示す。

手洗器撤去<設備工事>

和風大便器撤去

<建築工事>
嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ共

-50

+250

±0

±0

手洗器新設<設備工事>

洋便器新設<設備工事>

天井

壁

腰壁

巾木

床

　湯沸室

天井

壁

腰壁

巾木

床

　湯沸室

天井

壁

腰壁

巾木

床

天井

壁

腰壁

巾木

床

　便所 　便所

[ﾓﾙﾀﾙ下地　ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(25□)] 床ﾀｲﾙ撤去 [ﾓﾙﾀﾙ下地　◆長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張]

ー

ー

[◆塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木]

ー

[半磁器ﾀｲﾙ張(75□)] ◆[ﾎﾞｰﾄﾞ　EP塗]

[◆FK t=6 目透し張　EP塗] [◆FK t=6 目透し張　EP塗]撤去<下地共>

ｽﾃﾝﾚｽ巾木

ー ー

 LGS天井下地　FK t=6　底目地張　EP塗

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板張t=3

 そのまま

 そのまま

 そのまま

 そのまま

既存ﾀｲﾙ,下地ﾓﾙﾀﾙの浮き部分は補修とする。

FK：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板を示す

±0

置床　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt=9捨張　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]：既存部分を示す。
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徳島県県土整備部営繕課
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2,850 2,860 190

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

湯沸室

2
2
51
5
0

7
,
5
0
0

男子便所女子便所PS

A2:1/50

凡例

LGS間仕切を示す。

RC造間仕切を示す。

CB造間仕切を示す。

解体工事部分を示す。

解体工事エリアを示す。

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

7
,
1
2
5

2
,
7
5
5

1
,
8
2
0

2
,
5
5
0

湯沸室7
,
5
0
0

2
2
51
5
0

PS

ＷＤ

ＷＤ

TB

04

05

04

TB

TB

給水管及び通気管 先行配管
<設備工事>

TB

1
0
0

6
0
0

5
3
5

4
0

1
,
5
0
0

965 40

1
0
0

6
0
0

100 500 100

40

TB

100 600 1,045.5

4095

4
0

STW
02

01
STW

7
7
5

1
2
0

925

50 690 95

<設備工事>
ﾕﾉｯｸｽ撤去

女子便所解体工事 男子便所解体工事

TB
03

踏込解体工事

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志
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会社
株式

平島弘之＋

AX5 AX6

AY2

AY3 AY3

AY2
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5
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<設備工事>
電気温水器新設
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本館　2～4階　Ａ－3～5　平面詳細図　1/50　　＜改修前＞ 本館　2～4階　Ａ－3～5　平面詳細図　1/50　　＜改修後＞

工事名

図面名

図面番号

縮尺

共通事項

・解体取合い部分は周囲ｶｯﾀｰ切の上､斫り撤去とする。
・解体取合い部分の補修等は本工事に含むものとする。
・壁改修部分のうちﾀｲﾙ浮き部分は撤去し樹脂ﾓﾙﾀﾙにて補修のこと。

<計3箇所>
小便器撤去<設備工事>

手洗器撤去<設備工事>

<計2箇所>

SUS枠 FWｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ撤去<建築工事>

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
<建築工事>

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
<建築工事>

斫り出し共

和風便器撤去
周囲ｽﾗﾌﾞ鉄筋

480×820
　<建築工事>

斫り出し共

和風便器撤去
周囲ｽﾗﾌﾞ鉄筋

480×820
　<建築工事>

　 <計2箇所> 　 <計2箇所>

掃除流し撤去
<設備工事>

手洗器撤去
<設備工事>
<計2箇所>

小便器新設<設備工事>
<計2箇所>

小便器用手摺新設

汚垂れﾀｲﾙ新設

ﾊﾞｯｸ:LGS+FK t10+ﾒﾗﾐﾝ化粧板

ﾊﾞｯｸ:LGS+FK t10+ﾒﾗﾐﾝ化粧板

壁:LGS+FK t10+ﾒﾗﾐﾝ化粧板
給水管及び通気管 先行配管
<設備工事>

<設備工事>
掃除流し新設

SD
02

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

男子便所

洋便器新設<設備工事>
<計2箇所>

9
9
9
.
5

4
0

1
,
5
7
0

100

女子便所
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

洗面ｶｳﾝﾀｰ新設

TB

1,500×500 鏡共

<計2箇所>
洋便器新設<設備工事>

ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ新設
<設備工事>
TB

洗面ｶｳﾝﾀｰ新設

排水管 先行配管
<設備工事>

竪樋 塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ竪樋 塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ

本館　２～４階　A-3～5　平面詳細図　＜改修前・改修後＞

床

巾木

腰壁

壁

天井

床

巾木

腰壁

壁

天井

　湯沸室 　湯沸室

[ﾓﾙﾀﾙ下地　◆長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張]

[◆塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木]

ー

天井

壁

腰壁

巾木

床

　男子便所 　女子便所

天井

壁

腰壁

巾木

床

天井

壁

腰壁

巾木

床

　踏込

天井

壁

腰壁

巾木

床

　男子便所 　女子便所

天井

壁

腰壁

巾木

床

天井

壁

腰壁

巾木

床

　踏込

[ﾓﾙﾀﾙ下地　ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(25□)] 床ﾀｲﾙ撤去

ー

[半磁器ﾀｲﾙ張(75□)]

[半磁器ﾀｲﾙ張(75□)]

[◆FK t=6 目透し張　EP塗] 撤去<下地共>

[ﾓﾙﾀﾙ下地　ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張(25□)] 床ﾀｲﾙ撤去

ー

[半磁器ﾀｲﾙ張(75□)]

[◆FK t=6 目透し張　EP塗] 撤去<下地共>

ー

[ﾓﾙﾀﾙ下地　◆長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張]

[◆塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木]

[ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　EP塗]

ー

置床　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt=9捨張　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｽﾃﾝﾚｽ巾木

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板張t=3

LGS天井下地　FK t=6　底目地張　EP塗

面台:人工大理石t=25

LGS+耐水合板 t=12.5+不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3

置床　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt=9捨張　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｽﾃﾝﾚｽ巾木

ー

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板張t=3

LGS天井下地　FK t=6　底目地張　EP塗

　取合補修

　取合補修

　取合補修

既存ﾀｲﾙ,下地ﾓﾙﾀﾙの浮き部分は補修とする。

FK：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板を示す

[◆塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木]

[◆FK t=6 目透し張　EP塗]

　そのまま

　そのまま

　そのまま

　そのまま

　そのまま

ー

　そのまま[◆FK t=6 目透し張　EP塗]

140 660

6,700

2,850 2,860 190

AX5 AX6

(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24K t=50詰め)
＊各室を区分する間仕切り壁は天井裏まで立上げ。

1
1
9

1
1
9

119

W=119

間仕切壁仕様

±0

-50

±0
-50 ±0

±0

±0

±0

LGS W=65+GB-S t=12.5+GB-R t=9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3(両面共)

[　]：既存部分を示す。

床見切:ｽﾃﾝﾚｽ 6×12

床見切:ｽﾃﾝﾚｽ 6×12

面台:人工大理石 25×120×1,570 新設

面台:人工大理石 25×100×500 新設

Ｒ８営繕　阿南合同庁舎　阿南・富岡　本館トイレ改修工事建築

A－12

08

07

09

06

1,725×500 鏡共

05

04

1,570×600


